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吸虫の幼生が寄生した田辺湾産フウセンクラゲ型幼体

Shin KUBOTA : Trematoda larva parasitized to cydippid larva 

from Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, Japan 

刺胞動物門ヒドロクラゲ類にはしばしば吸虫

の幼生が寄生しているが（KUBOTA, 1978；築

地新・久保田， 2003）、今回、珍しく有櫛動物

門のクシクラゲ類幼体に同様の現象が見られた

ので記録しておく。

図 1' 2 和歌山県田辺湾産フウセンクラゲ型幼体（体

長2.0mm）に寄生していた吸虫の幼生とそのクローズ

アップ（生体）

久保田信

2012年8月9日午前9時半頃に和歌山県田辺湾

口水深32m地点で、小型ブρランクトンネットを鉛

直曳し、本個体を採集した。フウセンクラゲ型

幼体 2個体を検査したが、そのうちの1個体（体

長2.Omm）の体のやや後方のゼラチン質中に

吸虫の幼生がl個体寄生していた（図1,2）。ど

ちらの種も種レベルまでの査定は困難であっ

7こ。
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